
踊名 (大師踊)踊手 (出川 ヨン)

踊 足 ど り (指導員Ш

'II雅

子)

拍
子 写 盲 次の拍子

への途中
説 明

１

■

チ

ヽ
心

6の鍾をたたいた姿勢から、右足を前に 4歩。鍾を

持つ在手は肘を軽く曲げ斜上んに、ウチナラシを持つ

右手は斜下に。

2

ゝ
／
一

∽
警
げ

肇

在足を大きく廻して出し、体を内狽」に向けると

同時に右手は上に、在手は下|こ。
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藍
島

（一革［一こ一芦一

右足を左斜餐力にお|さ 、左手を上に、右手を下ヘ

3

れ
1.

4

)|サ kゝ

一畿

在足を在へ半歩出しついで石足を進行ん向に踏みかえ

ながら体前で自然に岡を曲げながら在手を上から前へ、

右手は下から斜上へ。

区
υ

群

立|っ
ヽ

逮
ｒ

在足を出し、右足を出して前進フj向に向きながら両手

を内倶」にまわして前んにかる<突出す。

警
理

η足にな つて、体前力
~に

て鍾を打つ。

食
∪
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踊召 (真茅踊)踊手 (匹野 宗市)

踊足どり

オカメ踊りと対 |こ P誦られる。

次の拍子
への途中

明説
拍
子

真写

両膝をやや曲げながら右足を右斜前にP'さみ出し、在

足を軽く曲げて体重を後|こ かける。

右手を斜上に勢いよく出し、掌は内狽」に。在手は後

にSIさ間を直局に曲げて立て手先をのばし、手首をね

じて掌を外l貝Jへ。１

■

左足を右後んへ大きくヨ|き体重をつける。

在手を腰|こ とり、右手は額の前に掌を下にして

かざす。

2
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い
部
越

3

飛
酵

在足を 1歩右斜前,うに踏み出して向きを進行ん向に

かえす。両手を体両惧」にかえし、掌を地面に向けて岡

をのばす。

か

静

4

お
聯

右足を在斜後,jにSIさ体を内惧↓|こ向ける。

右手を腰にとり、在手は額の前に掌を下にしてかざ

す。(※ 2の反対動作)

曾
5

在足を前に出し進行フj向に向く。

そのとき両手を体の両惧llこ下げ掌を地面に向けて肘

をのばす。

ご
6

中

'要

になり,要を左右に3圃振つてから、右足を左足

にそろえると同時に、前方にで手をかるく打つ。
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踊筈 (オカメ踊)踊手 (西原 ミツ)

踊 足 ど り (指導員山川雅子)

5

b

2

3

拍
子 写 盲 次の拍子

への途中
説 明

１

■

右足を左足斜前んにクロスさせるようにしながら

右斜前方に踏み出し、両手は自然に体後で掌を中に

合わせる。

2

左足を右斜前方に踏み出すと同時に両手を在前

方斜上にひきあげて手を芋Uつ。
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右足を在斜後|こ SIき 、体重をかけると同8寺に両手を

ひさあろして右腰を両手をそろえて打つ。

が

竜

3

右足はそのままにして、在足はその位置でP'苔みかえ

るようにして、体重を前につけ、両手を掌を上にして

前フjにのばす。

4

在足をヨ|さながら斜前んに出し、掌をかえして甲ガ

上。

5

右足をヨ|さつけ両足を揃えると同時に在前万で両手

をかるく合わせる

6
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踊名 (鉄砲踊)踊手 (匹野 宗市)

踊足どり

説 明
次の拍子
への途中

拍
子 写 盲

両膝をやや曲げなから右足を右斜前に踏み出し、左

足を軽く曲げ体重を後にかける。

右手を斜上十こ勢いよく出し、寧は内慣Jに。在手lよ後

にSIき 肘を直角に曲げて立て、手先をのばし手首をね

じて寧を

'卜

慣Jへ。
１

■

2

密

時
環

左足を前に。体壼は右足にかける。

在手を進行方向へ突出し寧は前万へ立てる。右手は

掌を前方にして頭右斜上に弧をつくる。
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3

右足を大きく在後力
~に

ヨ|さ重,bをかけると同8▼寺に、

両手を右足ん向斜下に学を下にしてのばす。

咎
褻

4

体を大きく在にねじり在足に重心をかけると同時に、

両手を掌を上にして左斜上にあげる。目は中心よりや

や上フうにつける。

5

今

式 唸

体をもとにして掌を上にしたまま手をヨ|き、改めて

両手を前に出す。そのとき、掌をかえして甲が上にな

る。

6

森

右足を大さく外まわしにして在足にSIきつけ、進行

ん向に向き 手は 内へ廻し前んに突出すよう|こ して合掌

する。
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踊署 (月見踊)(娘踊)踊手 (原田 良子)

踊 足 ど り 鮨 導員山,II雅子)

1 4

2 5
r“

3 6

踊りはさわめて優雅で6つの動作からできている。終始手の

指を揃え、極端に手くびを曲げて踊るのが特色である。

璃

拍
子 写 首 次の拍子

への途中
説 明

１

■

避

轟

在足を小さく 1歩出し、右足をすぐに在足にひきつ

け、そのまま1歩前出して体重をかける。両手は掌上

にして、右斜上に挙げる。

2

在足η歩前出して体重をかけ、両手掌下にして、

体前在斜下に1申ばす。
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3

齢
澤

右足を円外 (進行ん向に向いて円外)へ 1歩出し、

体を同ん向へ向け、面手掌上|こ して前挙する。

4

在足を1歩前出し (体は前のとあり円外へ向いてい

る)、 右足膝を若干曲げ、それに体重をかけ、1要を後に

ひいて上体をやや前傾する。その時、両手掌を外にし

て頭上作円する。

謹

監

5

左足をヨ|さ進行フj向に向き 、両手掌下にして、体

前斜下ん向に伸ばす。

6

進行ん向へ向いたまま、右足を在足に揃え、体の在

斜前下で、軽く両手を合わせる。
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踊筈 (梵天踊)踊手 (山川 藤松)

踊足どり

拍
子 写 盲 次の拍子

への途中
説 明

１

二

ゆる<躍′S｀ように左足を刑ヽさく前に出すと同時に素

早く石足を大きく前に出す。そのとき、右手は斜上方

でボンテンを水平に持ち左手は肘を曲げて立て、手首

をひねつて掌を後方に向ける。

2

左足を右斜に1歩進め体を内惧Jに向ける。左手は進

行方向に水平にのばし掌を立てる。

右手は間を垂直にあり、ポンアンを内倶Vにまわして

頭上線に水平にする。
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右足を在斜後乃
~に

SIき 、在手は内恨Jから掌を上に、

前万にのばす。

右手lよ /ギヽ ンテンを右 3ミ わりに廻しなから斜下にさげ

る。

3

4

両足lE焦 そのままに、休前で両手で刀を持つようにボン

テンを持ちt刀り込む。

区
υ

在足を在斜前に、両手は体両倶」にひさ＼間をややま

げて事を斜前んに倒し、腰の高さにとめる。

6

右足を大きく外廻しに即

`び

出して、体を運行ん向に

向けると同8寺 Iこ 、η足になり両手を前アうにて合掌する。
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屁誦名 (ブラブラ踊り)踊手 (出川 藤松)

踊 足 ど り (!旨 導 員 山 ,II一 尾 )

手

＼

↑

―

‐

白石踊の基本踊である。

患ぬきのための体患踊とするところがら、ごく自然の動作で

のんびりと踊る。

次の拍子
への途中

説 明
拍
子 写 首

１

■

⑥の両手を打つた姿勢から石足を4歩前に出すと同

時に在手を前から上に力をぬいてあげる。

2

在足を右斜前に出して体を内慣〕に向けると同時に力

をぬいた石手を前ア)ら上に、左手は自然に体慣Jへあろ

す。
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右足をわずかにSIさ 、在手を上げ右手は自然に体狽J

へあろす。(※ 1～3はフラフラ歩く動作である∂

3

4

在足を心もち内向きにP'さみかえなから

両手を同時に内倶」から在手を可ヽさくまオつしなから下

げ、右手は大きくまわしながら上げ、前ん肩の高さで

揃える。そのとさ掌は前フjへ。

5

在足を少し内に寄せ、両手を両体l貝」にたらす。

在足を車81こして右足を出して進向フj向 こ向さ在足を

そろえて 1足となる。そのとき体前万で両手を合わせ

る。

6
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墨

一
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馨
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囀

一一， ・・・・一・一一一一一一一一一

音頭 中 塚 鉄 夫

太鼓 原 田  確

:駄 F可

1.洲∫容t与 一

2.雅「 童 丸 _L

〃   下

3.丹 波 与 作

4.揚 巻 助 六 上

〃  下

5。 賽 の 河 原

6.山 田 の 露

13分

9分

9分

7′ノザ`

8分

8う)

17分

16分

7.お半長右衛門  15分

予

√

k＼
、

一一三
｛
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